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（上）伊達洋介さんと黒田一恵さんに成
人証書を授与

（下）誓いの言葉を述べる河野三生さん
と 橋裕美さん
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日
向
市
で
今
年
、
成
人
を
迎
え
た
の
は
、

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
６
８
６
人
で
す
。
毎
年
、
本
市

の
成
人
式
は
、
新
成
人
で
つ
く
る
実
行
委
員

会
が
、
企
画
・
立
案
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で

担
当
し
て
い
ま
す
。

成
人
式
は
、
冠
太
鼓
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
、
式
典
、
ダ
ン
ス
と
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
三
部
構
成
で
の
演
出
で
し
た
。

成
人
証
書
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
伊
達

洋
介
さ
ん
（
塩
見
）、
黒
田
一
恵
さ
ん
（
仲

深
区
深
谷
）
の
二
人
に
、
黒
木
健
二
市
長
か

ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
黒
木
市
長
は
「
両
親

を
は
じ
め
周
囲
の
人
た
ち
に
感
謝
し
、
成
人

と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
仕
事
や
学

業
に
い
っ
そ
う
打
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

祝
辞
し
ま
し
た
。

新
成
人
が
生
ま
れ
た
昭
和
61（
１
９
８
６
）

年
〜
昭
和
62
（
１
９
８
７
）
年
、
こ
の
年
の

主
な
出
来
事
は
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が

施
行
」、「（
旧
）
ソ
連
ウ
ク
ラ
イ
ナ
州
で
の

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
」、「
伊
豆
大
島

の
三
原
山
が
２
０
９
年
ぶ
り
に
噴
火
」な
ど
。

世
相
語
と
し
て
は
「
究
極
」（
漫
画
・
美
味

し
ん
ぼ
）、「
土
地
こ
ろ
が
し
」（
経
済
）
な

ど
が
流
行
し
ま
し
た
。

映
画
で
「
火
宅
の
人
」、「
天
空
の
城
ラ
ピ

ュ
タ
」、「
プ
ラ
ト
ー
ン
」
が
上
映
さ
れ
、
テ

レ
ビ
で
「
世
界
・
ふ
し
ぎ
発
見
！
」
が
放
送

開
始
。
ミ
ニ
・
バ
イ
ク
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
年
で
す
。

式
典
後
、
交
流
広
場
に
新
成
人
の
皆
さ
ん

に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、成
人
を
迎
え
た
喜
び
、

決
意
、
自
覚
を
込
め
て
、
思
い
思
い
の
ポ
ー

ズ
を
決
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

祝成人。大人の仲間入りですね。
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私
は
、
財
光
寺
の
甲
斐
外
科
医
院
で
働
き
な
が
ら
日

向
看
護
高
等
専
修
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
勉
強
と

仕
事
の
両
立
は
大
変
で
す
が
、
学
び
得
る
事
が
と
て

も
多
く
、
充
実
感
が
あ
り
、
ま
た
や
り
が
い
も
感
じ

て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
は
新
成
人
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
感
、
そ
し
て
向
上
心
を
持
ち
、
今
ま
で
以
上
に

頑
張
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
将
来
は
看
護
師
の
資
格

を
取
り
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

松木　優子さん
● 日向中卒業生・永江町１ ●

成
人
式
を
迎
え
、
気
持
ち
を
新
た
に
社
会
の
一
員

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
ま

で
は
環
境
の
変
化
に
戸
惑
っ
た
り
、
人
間
関
係
が

円
滑
に
い
か
な
か
っ
た
り
と
悩
み
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
よ
り
い
っ
そ
う
責
任

感
を
持
ち
、
自
分
の
長
所
を
生
か
し
つ
つ
短
所
を

見
据
え
て
、
先
を
見
通
せ
る
大
人
に
な
り
た
い
で

す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
、
そ
の

一
つ
一
つ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

永山　浩子さん
● 日大中卒業生・財光寺 ●

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
成
人
式
実
行
委
員
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
は
じ
め
は
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
青
年
団
や
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
の
皆
さ
ん
、
そ
の
他
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

の
ご
協
力
に
よ
り
、
思
い
出
に
残
る
式
典
と
な
り
、

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
今
は
学
生
の
身
分
で
す
の
で
自
立

ま
で
に
は
あ
と
少
し
か
か
り
そ
う
で
す
が
、
将
来

に
向
け
て
、
新
た
な
希
望
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

児玉　祐一さん
●岩脇中卒業生・平岩●

新 成 人 に イ ン タ ビ ュ ー し ま し た
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委
員
長
の
頼
み
で
実
行
委
員
を
引
き
受
け
ま
し
た

が
、
初
め
の
こ
ろ
は
す
ご
く
不
安
で
、
何
度
も
辞
め

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
人
と
の
出

会
い
と
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
最
後
ま
で
や
り
と
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一
つ
の
こ
と
だ
け
に

集
中
す
る
の
で
は
な
く
、
何
に
対
し
て
も
と
ら
わ
れ

な
い
広
い
心
を
持
つ
と
い
う
考
え
方
を
学
び
、
大
人

と
し
て
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
者
の
私
で
す
が
末
長
く
お
つ
き
あ
い
く
だ
さ
い
。

松葉　努さん
● 岩脇中卒業生・平岩 ●

成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
社
会
人
と
な
る
節
目

の
日
を
記
念
に
残
る
も
の
に
し
た
い
と
思
い
実
行
委

員
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
式
ま
で
の
準
備
は

時
間
に
追
わ
れ
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
大
変
で
し
た

が
、
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
思
い
出
が
で
き
、
準

備
に
携
わ
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
を
経
験
し
て
い
き
ま
す
が
、
常
に

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
仕
事
を
一
生
懸
命
行
い
、
何
事
に
も
自
覚
と

責
任
を
持
っ
た
社
会
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

橋　裕美さん
●日向中卒業生・塩見 ●

昨
年
は
12
月
末
ま
で
蚊
に
悩
ま
さ
れ
た
年
で
し
た
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
か
し
ら
？
　
な
ど
と
考
え
な
が

ら
、
真
冬
の
夜
中
に
蚊
と
追
い
掛
け
っ
こ
を
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
上
温
暖
化
を
進
め
な
い
た
め
に
も
、

今
年
は
節
電
を
し
、
交
通
手
段
を
車
に
頼
り
す
ぎ
な

い
よ
う
に
注
意
す
る
予
定
で
す
。
と
同
時
に
、
私
の

部
屋
に
す
み
つ
い
て
い
た
蚊
の
よ
う
に
、
何
事
に
も

希
望
を
捨
て
ず
粘
り
強
く
取
り
組
め
れ
ば
よ
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
・
・
・
と
は
言
う
も
の
の
蚊
が
好

き
な
わ
け
で
は
な
い
の
で
悪
し
か
ら
ず
。

吉田　くにこさん
●富島中卒業生・高砂町●

希
望
を
持
ち
何
事
に
も
粘
り
強
く
取
り
組
み
た
い

自
覚
と
責
任
を
持
っ
た
社
会
人
に
な
り
た
い

実
行
委
員
を
最
後
ま
で
や
り
と
げ
る
こ
と
が
で
き
た

祝成人。大人の仲間入りですね。
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市
県
民
税
の
申
告
は

旧
日
向
市
域
・
・
・
２
月
16
日
〜
３
月
15
日

旧
東
郷
町
域
・
・
・
２
月
５
日
〜
３
月
15
日

し
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
郵
送
ま

た
は
申
告
期
限
後
の
提
出
で
も
結

構
で
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

申
告
時
に
必
要
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

①
所
得
の
決
定
、
経
費
の
算
定
に

必
要
な
資
料
（
源
泉
徴
収
票
・
帳

簿
・
経
費
の
領
収
書
・
固
定
資
産

税
の
納
税
通
知
書
な
ど
）

②
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、

損
害
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料

等
の
証
明
書
や
医
療
費
の
領
収
書

（
※
国
民
年
金
保
険
料
は
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
必
要
で
す
）

③
配
偶
者
に
所
得
が
あ
る
場
合
、

そ
の
所
得
金
額
が
分
か
る
も
の

④
印
鑑
（
朱
肉
を
要
す
る
も
の
）

⑤
障
害
者
控
除
の
適
用
が
受
け
ら

れ
る
人
は
障
害
者
手
帳
な
ど
証
明

と
な
る
も
の
（
※
寝
た
き
り
の
人

や
65
歳
以
上
の
人
で
障
害
者
手
帳

の
交
付
は
受
け
て
い
な
い
が
障
害

者
と
同
程
度
の
障
害
が
あ
る
場
合

は
、
福
祉
事
務
所
長
の
証
明
が
必

要
で
す
）

延
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
18
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
平
成
19
年
２
月
16
日

(

金)

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期

限
は
３
月
15
日(

木)

で
す
が
、
期

限
間
近
に
な
り
ま
す
と
申
告
書
記

載
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
書
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.n
ta.go.jp

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
を
ご
利
用
さ
れ
る
と
簡
単
に

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し

た
申
告
デ
ー
タ
はe-T

ax(

国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム)

を
利

用
し
て
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。な

お
、
手
書
き
等
に
よ
り
作
成

さ
れ
る
場
合
は
「
所
得
税
の
確
定

申
告
の
手
引
き
」
を
参
考
に
記
載

し
て
い
た
だ
き
、
郵
送
等
に
よ
り

な
る
べ
く
お
早
め
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所

得
ま
た
は
山
林
所
得
の
あ
る
白
色

申
告
の
人
は
、
確
定
申
告
書
に

「
収
支
内
訳
書
」
を
添
付
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
か

ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税

務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
延
岡
税
務
署
　
個
人
課
税
第
１

部
門
　
〒
８
８
２
―
８
６
６
６

延
岡
市
大
貫
町
１
丁
目
２
９
１
５

番
地
、
1
０
９
８
２
―
32
―
３
３

０
３
）

所
入
所
、
公
営
住
宅
の
入
居
、
介

護
保
険
、
奨
学
金
貸
付
な
ど
に
必

要
な
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
生
じ

ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
は
所
得
の
有
無
に
関
係
な
く
申

告
が
必
要
で
す
。

移
動
申
告
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
は
、
移
動
申
告
相
談
を
別
表

の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該
当
す
る

日
時
に
相
談
を
受
け
、
申
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
期
間
中
は
、
職
員

が
す
べ
て
移
動
相
談
会
場
に
出
向

く
た
め
、
市
役
所
及
び
東
郷
町
地

域
自
治
セ
ン
タ
ー
で
の
申
告
相
談

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
市
役
所
で
は
、
収
入
の
な

い
人
ま
た
は
非
課
税
所
得
の
み
の

人
で
申
告
の
必
要
な
人
（
例
え
ば

国
保
加
入
者
や
証
明
の
必
要
な

人
）
に
限
り
申
告
書
を
お
預
か
り

申
告
が
必
要
な
人

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
住

民
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
市

内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、
前
年
中

（
平
成
18
年
１
月
〜
12
月
）
に
事

業
所
得
（
営
業
・
農
業
な
ど
）
、

給
与
所
得
（
賃
金
な
ど
）、
雑
所

得
（
公
的
年
金
な
ど
）、
資
産
所

得
（
利
子
・
配
当
・
不
動
産
な
ど
）

な
ど
が
あ
っ
た
人
で
す
。

平
成
18
年
分
の
確
定
申
告
書
を

税
務
署
へ
提
出
す
る
人
や
勤
務
先

な
ど
か
ら
年
末
調
整
済
み
の
給
与

支
払
報
告
書
を
市
に
提
出
さ
れ
た

人
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人

は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

●
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
っ

た
人

●
給
与
所
得
の
人
で
も
、
医
療
費

控
除
や
雑
損
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
人

申
告
を
し
な
い
と
？

児
童
手
当
、
保
険
給
付
、
保
育 の

申
告
は
お
早
め
に

税
平
成
19
年
度(

18
年
分
）
の
市
県
民
税
の
申
告
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
必
ず
期
限
内
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

税税

7

平成１９年度市県民税相談所開設日程表
【 旧日向市域 】 【 旧東郷町域 】

【旧日向市域】
※各会場の相談時間は、当日の午前９時30分から午後

３時30分までです（受付時間は午前８時から午後２時

30分）。なお、正午から午後１時までは休憩時間とさ

せていただきます。

【旧東郷町域】
※各会場の受付時間は、午前が当日の午前９時30分

（ただし、東郷東公民館『=旧東郷町中央公民館』会場

は午前９時）から午前11時30分まで、午後は午後１時

から午後３時までです。

詳しくは、税務課市民税係（〒883－8555 日向市本

町10番5号　1内線2115･2116）まで。
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日
向
市
東
郷
町
坪
谷
。
耳
川
の
支
流
で

あ
る
坪
谷
川
の
流
れ
と
尾
鈴
の
山
な
み
を

前
面
に
し
て
牧
水
生
家
は
あ
る
。

明
治
18
年
８
月
24
日
朝
、
牧
水
は
こ
の

家
の
東
に
面
し
た
縁
側
で
生
ま
れ
、「
繁

（
し
げ
る
）」
と
命
名
さ
れ
た
。

祖
父
は
日
本
で
も
っ
と
も
早
い
時
期
に

種
痘
術
を
普
及
さ
せ
た
医
療
界
の
功
労
者

で
、
父
も
村
医
者
と
し
て
跡
を
継
い
だ
。

若
山
家
に
と
っ
て
は
待
望
の
長
男
で
あ

り
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
近
隣
の
人
々
も
そ

の
誕
生
を
喜
ん
だ
。

幼
年
時
代
の
牧
水
は
姉
た
ち
が
読
み
ふ

る
し
た
本
に
親
し
み
な
が
ら
、
愛
情
に
あ

ふ
れ
た
家
族
に
囲
ま
れ
て
過
ご
す
。

明
治
29
年
、
12
歳
に
な
っ
た
牧
水
は
、

延
岡
高
等
小
学
校
に
入
学
。
そ
の
後
、
明

治
32
年
に
は
新
設
さ
れ
た
県
立
延
岡
中
学

校
第
１
期
生
と
し
て
、
上
位
の
成
績
で
入

学
す
る
。

旅
と
望
郷
の
歌
人
・

若
山
牧
水
の

ふ
る
さ
と
を
ゆ
く

89

延
岡
中
学
最
上
級
生
に
な
り
、
初
め

て
牧
水
の
号
で
雑
誌
に
投
稿
。
牧
水
の

号
は
、
母
マ
キ
の
名
と
、
坪
谷
川
の
流

れ
か
ら
と
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ

は
牧
水
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
の
イ
メ
ー

ジ
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

歯
を
痛
み
泣
け
ば
背
負
ひ
て
わ
が
母
は

峡
の
小
川
に
魚
を
釣
り
に
き

幼
き
日
ふ
る
さ
と
の
山
に
睦
み
た
る

細
渓
川
の
忘
ら
れ
ぬ
か
も

明
治
37
年
、
早
稲
田
大
学
英
文
科
に

入
学
。
こ
こ
で
北
原
白
秋
（
射
水
）、
中

林
蘇
水
ら
と
出
会
い
、『
早
稲
田
の
三
水
』

と
称
し
て
交
流
を
深
め
た
。
名
歌
と
い

わ
れ
る
「
幾
山
河
越
え
さ
り
行
か
ば
寂

し
さ
の
終
て
な
む
国
ぞ
今
日
も
旅
ゆ
く
」

「
白
鳥
は
哀
し
か
ら
ず
や
空
の
青
海
の
あ

を
に
も
染
ま
ず
た
だ
よ
ふ
」
の
二
首
は

大
学
４
年
の
時
の
作
品
で
あ
る
。
明
治

43
年
、
26
歳
の
時
に
出
版
し
た
第
三
歌

集
「
別
離
」
が
高
く
評
価
さ
れ
、
そ
の

後
歌
壇
の
牽け

ん

引
者
と
な
っ
た
。

牧
水
は
よ
く
山
奥
や
川
の
上
流
を
目

指
し
て
旅
に
出
た
。
こ
れ
は
、
故
郷
を

遠
く
離
れ
て
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
い
現

状
に
対
し
、「
せ
め
て
近
く
に
故
郷
に
似

た
風
景
は
な
い
も
の
か
」
つ
ま
り
『
ふ

る
さ
と
の
原
風
景
を
探
す
』
た
め
だ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
あ
る
文
章

で
は
「
私
は
自
然
と
一
体
に
な
っ
て
歌

を
詠
ん
で
い
き
た
い
」
と
表
し
て
い
る
。

自
然
は
自
分
で
あ
り
、
ま
た
故
郷
を
想

起
さ
せ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
。

牧
水
に
と
っ
て
歌
を
詠
む
こ
と
は
、

故
郷
を
思
い
愛
す
る
心
の
表
れ
で
あ
り
、

牧
水
ほ
ど
、
故
郷
を
愛
し
た
歌
人
は
い

な
い
。

父
母
よ
神
に
も
似
た
る
こ
し
か
た
に

思
い
出
あ
り
や
山
ざ
く
ら
花

あ
た
た
か
き
冬
の
朝
か
な
う
す
板
の

ほ
そ
長
き
舟
に
耳
川
く
だ
る

両親　父立蔵は10歳のころか
ら医術を学ぶ。22歳の秋、延
岡出身のマキと結婚。マキは士
族の娘で、牧水をこよなく愛し、
牧水に自然の美しさ、厳しさを
教えた。

大学時代の写真（後列左）
早稲田大学に進学した牧水は、
歌壇で注目を集め始める。北原
白秋らと文学の研さんに明け暮
れた。

祖父・健海が建てた生家は現在もほぼそのまま保
存されている（昭和41年宮崎県文化財指定）。こ
の家の東に面した縁側で、牧水は生まれた。

手前の囲炉裏のある部屋は、診療所も兼ねていた。
祖父の代から続いた医業は牧水の代で絶えること
になる。

中学時代写真（後列右から５人目）
延岡中学時代、牧水は文学に熱心な先生や友人の
影響を受けて短歌を作り始める。また、文芸雑誌
「曙（あけぼの）」などを手がけ、文学的才能を開
花させた。写真には雑誌「曙」の同人メンバーが
写っている。

左）最後の旅姿　昭和３年５月、
千本松原で撮影された。衰弱し
た体をおして旅に出た牧水。１
ヵ月の予定であったが、４日で
帰宅することになる。

上）早稲田の三水（右端）
左は北原白秋（雅号は射水）。す
でに詩の世界では名を轟かせ始
めていた。中央は中林蘇水。三
人の雅号をもって「早稲田の三
水（さんすい）」と称していた。

若
山
牧
水
生
誕
１
２
０
年
を
記
念
し
て

日
向
市
東
郷
町
牧
水
公
園
内
に
設
立
さ

れ
た
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
は
、
歌
稿

や
手
紙
の
ほ
か
愛
用
の
盃
な
ど
が
展
示

さ
れ
、
全
国
の
牧
水
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て

い
る
。
ま
た
、
叙
情
詩
人
と
し
て
知
ら

れ
る
高
森
文
夫
（
元
東
郷
町
長
）
や
、

若
山
牧
水
賞
受
賞
者
の
作
品
を
展
示
す

る
コ
ー
ナ
ー
も
併
設
さ
れ
、
文
学
の
ふ

る
さ
と
東
郷
町
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

日
向
市
東
郷
町
坪
谷
１
２
７
１
　

牧
水
公
園
内

1
０
９
８
２-

68-

９
５
１
１

日
本
の
短
歌
史
に
偉
大
な
足
跡
を
残
し

た
国
民
的
歌
人
「
若
山
牧
水
」
の
業
績

を
永
く
顕
彰
す
る
た
め
、
毎
年
優
れ
た

歌
人
を
表
彰
す
る
若
山
牧
水
賞
。
こ
れ

ま
で
の
実
績
な
ど
を
参
考
に
、
岡
野
弘

彦
さ
ん
、
佐
佐
木
幸
綱
さ
ん
、
馬
場
あ

き
子
さ
ん
、
伊
藤
一
彦
さ
ん
の
４
人
の

選
考
委
員
が
選
考
。
特
別
顧
問
と
し
て

大
岡
信
さ
ん
。
第
１
回
の
平
成
８
年
度
か

ら
歴
代
の
受
賞
者
の
作
品
は
、
若
山
牧
水

記
念
文
学
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

若
山
牧
水
賞
運
営
委
員
会
事
務
局

宮
崎
県
地
域
生
活
部
生
活
・
文
化
課
内

1
０
９
８
５-

26-

７
１
１
７

5
０
９
８
５-

32-

０
１
１
１

http://www.bokusui.com/ 若山牧水公式ホームページ　http://www.bokusui.jp/

●
若
山
牧
水
記
念
文
学
館

●
若
山
牧
水
賞

9
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市市政政のの動動きき

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
【
業
務
委
託
・
物
品
購
入
等
】

の
受
付
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

市
が
発
注
す
る
業
務
委
託
、
物
品
購

入
等
の
指
名
競
争
入
札
ま
た
は
見
積
り

に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、「
参
加
資
格

審
査
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、
追
加
受
付
と

な
り
ま
す
の
で
昨
年
度
申
請
書
を
提
出

し
た
人
は
今
回
の
手
続
き
は
不
要
で
す
）

●
対
象

・
業
務
委
託

測
量
・
設
計
・
補
償
・

各
種
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等

・
物
品
購
入
等

印
刷
・
事
務
用
品
・

電
化
製
品
・
記
念
品
・
被
服
・
自
動
車
等

●
受
付
期
間

平
成
19
年
２
月
１
日
〜
平
成
19
年
２

月
28
日
（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除

く
。
＊
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
午
後
４
時
）

●
有
効
期
間

・
業
務
委
託

平
成
19
年
４
月
１
日
〜

平
成
20
年
３
月
31
日
（
１
年
間
）

・
物
品
購
入
等

平
成
19
年
４
月
１
日

〜
平
成
21
年
３
月
31
日
（
２
年
間
）

●
提
出
書
類

・
業
務
委
託

①
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
書

【
業
務
委
託
】（
市
指
定
様
式
）

②
有
資
格
者
数
一
覧
表
（
市
指
定
様
式
）

③
業
務
実
績
調
書

④
経
営
規
模
等
総
括
表

⑤
技
術
者
経
歴
書

⑥
営
業
所
一
覧
表

⑦
各
申
請
業
種
の
登
録
等
許
可
証
（
写
）

⑧
登
記
簿
謄
本
（
写
）

＊
法
人
組
織
の
場
合
の
み
。

＊
証
明
年
月
日
が
平
成
18
年
11
月
１
日

以
降
の
も
の
。

⑨
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
・
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
の
登
録
証
（
写
）

＊
取
得
し
て
い
る
場
合
の
み
。

⑩
納
税
証
明
書
（
写
）

＊
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
未
納
の

な
い
証
明
（
そ
の
３
）

＊
延
岡
税
務
署
で
お
取
り
く
だ
さ
い

（
申
告
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
必
要
で

す
）。

＊
証
明
年
月
日
が
平
成
18
年
11
月
１
日

以
降
の
も
の
。

⑪
日
向
市
税
の
完
納
証
明
書

＊
法
人
等
の
場
合
は
法
人
と
代
表
者
個

人
の
両
方
。

＊
証
明
年
月
日
が
平
成
19
年
２
月
１
日

以
降
の
も
の
。

⑫
委
任
状
（
原
本
）

＊
契
約
委
任
が
あ
る
場
合
。

※
③
〜
⑫
は
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
（
金
具
を

使
用
し
て
い
な
い
も
の
）
綴
じ
し
て
く

だ
さ
い
。
色
指
定
な
し
。

・
物
品
購
入
等

①
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
書

（
市
指
定
様
式
）

②
登
記
簿
謄
本
（
写
）

＊
法
人
組
織
の
場
合
の
み
。

＊
証
明
年
月
日
が
平
成
18
年
11
月
１
日

以
降
の
も
の
。

③
納
税
証
明
書
（
写
）

＊
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
未
納
の

な
い
証
明
（
そ
の
３
）

＊
延
岡
税
務
署
で
お
取
り
く
だ
さ
い

（
申
告
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
必
要
で

す
）

＊
証
明
年
月
日
が
平
成
18
年
11
月
１
日

以
降
の
も
の
。

④
日
向
市
税
の
完
納
証
明
書

＊
法
人
等
の
場
合
は
法
人
と
代
表
者
個

人
の
両
方
。

＊
証
明
年
月
日
が
平
成
19
年
２
月
１
日

以
降
の
も
の
。

⑤
委
任
状
（
原
本
）

＊
契
約
委
任
が
あ
る
場
合
。

●
様
式
等
の
交
付

契
約
管
理
課
で
交
付
す
る
ほ
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
日
向
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
契
約
管
理
課
ま
で

（
1
54
―
５
７
６
１
）。

指
名
願
の
添
付
書
類
に
は

日
向
市
税
完
納
証
明
書
が
必
要
で
す

指
名
願
の
添
付
書
類
と
し
て
日
向
市

税
の
完
納
証
明
書
が
必
要
で
す
。

１
月
31
日
納
期
限
の
市
県
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に

納
付
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
証
明

書
発
行
に
時
間
を
要
し
ま
す
。
証
明
書

発
行
事
務
を
速
や
か
に
行
う
た
め
に
次

の
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
窓
口
納
付
の
人
は
市
税
領
収
書

②
口
座
振
替
の
人
は
振
替
済
み
記
帳
後

の
預
金
通
帳
　

な
お
、
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
者

本
人
が
作
成
し
た
委
任
状
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
法
人
の
場
合
も
同
様
に
、
代

表
者
以
外
の
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合

に
は
、
法
人
登
録
印
の
押
印
さ
れ
た
委

任
状
が
必
要
で
す
。

＊
窓
口
に
来
る
人
は
、
必
ず
印
鑑
、
身

分
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
税
務
課
管
理
係
へ
（
1
内
線

２
１
２
４
・
２
１
２
５
）。

11

ビ
ー
チ
ハ
ウ
ス
の
愛
称
募
集

親
し
ま
れ
る
愛
称
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

市
は
、
市
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

●
採
用
予
定
職
種

社
会
福
祉
（
１
名

程
度
）

●
受
験
資
格

①
社
会
福
祉
士
の
資
格

を
有
す
る
者
、
ま
た
は
平
成
18
年
度
実

施
の
国
家
試
験
で
資
格
取
得
見
込
の
者

②
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
（
既
に
資
格
を
取
得
し
て
い
る
者

に
つ
い
て
は
昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者
）

●
欠
格
事
項

次
の
い
ず
れ
か
一
つ
に

平
成
18
年
度
市
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

市
職
員
を
募
集
し
ま
す該

当
す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
②
成
年
被

後
見
人
及
び
被
補
佐
人
③
禁
こ
以
上
の

刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る

ま
で
ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

が
な
く
な
る
ま
で
の
者
④
日
向
市
職
員

と
し
て
の
懲
戒
処
分
を
受
け
、
当
該
処

分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者
⑤

日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し

た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主

張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

●
第
１
次
試
験

【
日
時
】
３
月
４
日

（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜
　
【
会
場
】

日
向
市
役
所

●
試
験
科
目

一
般
教
養
・
専
門

●
受
験
申
込
書
の
配
布

受
験
申
込
書

は
、
職
員
課
で
２
月
１
日
（
木
）
か
ら

交
付
し
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
表
に
「
採
用
試
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を

貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同

封
の
こ
と
。

市
は
現
在
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
全
国

の
サ
ー
フ
ァ
ー
に
愛
さ
れ
て
い
る
お
倉

ケ
浜
に
ビ
ー
チ
ハ
ウ
ス
を
建
設
中
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
ビ
ー
チ
ハ
ウ
ス
が
、

多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な

る
よ
う
広
く
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格

ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

●
応
募
方
法

は
が
き
に
名
称
及
び
そ

の
理
由
一
点
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
観
光
振
興
課

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限

２
月
28
日
（
水
）
必
着
。

●
賞

採
用
者
に
は
、
落
成
式
に
お
い

て
表
彰
す
る
と
と
も
に
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

観
光
振
興
課

（
1
内
線
２
６
３
８
　
〒
８
８
３
―
８
５

５
５
、
日
向
市
本
町
10
番
５
号
）

●
受
付
期
間

２
月
１
日
（
木
）
か
ら

２
月
20
日
（
火
）
ま
で
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）。

郵
送
の
場
合
は
２
月
20
日
の
消
印
ま

で
有
効
（
封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
申

込
」
と
朱
書
き
の
こ
と
）。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

職
員
課
（
1
内

線
２
２
７
３
　
〒
８
８
３
―
８
５
５
５
、

日
向
市
本
町
10
番
５
号
）

立面図（海側）

立面図（南面）
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親のこころ
木村　耕一著
１万年堂出版

り が と う 」
が涙で言え
な く て … 。

古今東西、変わらぬ
「親のこころ」とは
何か。親と子の関係
がさまざまな社会問
題を引き起こしてい
る今日、歴史上のエ
ピソードと2000通
余の応募から精選し
た体験談でつづる。

「あ

福田里香　チョコ＋スイーツ
×ラッピング
福田　里香著
日本放送出版協会

ナッシュボー
ル、ぴよこの
焼きいもきん

とんなどのスイーツ
のレシピと、ラッピ
ングアイデアをまと
めた短編集。その日
の気分でページを選
んで、自由にお菓子
を作ってください。
『ラ ヴィ ドゥ トラ
ンタン』などに掲載。

ガ

おにのこくんがやってきた！
こわせ　たまみ・さく、秋里　信子・え
ＰＨＰ研究所

にはーそと、
ふくはーうち。
節分の夜、ぼ

くの家におにのこく
んがやってきた。お
にのこくんは「節分
の鬼は人間についた
悪い虫たちを捨てて
あげるのが役目なん
だ」って言うけど、
ぼくには虫なんかつ
いてないのに…。

お

ずら～りマメ
ならべてみると・・・
深石　隆司・しゃしん、高岡　昌江・ぶん
アリス館

か、くろ、き
色、みどり色。
まん丸、なが

丸、しかくっぽい丸。
おなじみのマメから
めずらし～いマメま
で、18種のマメが、
いろんな姿でずら～
り登場する写真絵
本。マメの花、さや
なども紹介。

あ

■ 新しく入った本 ■
◎使命と魂のリミット
（東野圭吾／新潮社）
◎蝶か蛾か（大道珠貴／文芸春秋）
◎見えない誰かと
（瀬尾まいこ／祥伝社）
◎美人のお作法
（尾塚理恵子／中経出版）
◎人口減少と格差社会
（橋本拓摩／秀和システム）
◎僕は「五体不満足」のお医
者さん（イ　スンボク／アスペクト）

◎こちょこちょあそび
（きむらゆういち／偕成社）
◎電車いっぱい図鑑
（海老原三宜男／チャイルド本社）
◎カムルック菓子店
（増淵梓／文芸社）
◎マンハッタンの魔女
（サラ・ムリノフスキ／ヴィレッジブックス）
◎やまのおふろやさん
（とよたかずひこ／ひさかたチャイルド）
ほか

◎乳幼児　 午前10時30分～11時
8日、15日、22日
◎幼児 午後3時30分～4時
7日、14日、21日、28日
◎小学生 午後2時～2時30分
3日、10日、17日、24日

図
書
館
へ
お
い
で
よ

■２月のおはなし会■

生
活
習
慣
病
予
防
週
間

２
月
１
日
か
ら
７
日
は
生
活
習
慣
病

予
防
週
間
で
す
。
市
で
は
平
成
15
年
度

か
ら
小
学
４
年
生
と
中
学
１
年
生
を
対

象
に
日
向
市
東
臼
杵
郡
医
師
会
・
財
団

法
人
宮
崎
県
健
康
づ
く
り
協
会
の
協
力

で
小
児
生
活
習
慣
病
健
診
を
実
施
し
、

小
児
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
生
活
時
間
が
長
い
小
学
校

低
学
年
の
こ
ろ
か
ら
、
生
活
習
慣
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
望
ま
し
い
生
活
習
慣
づ
く
り

①
早
寝
、
早
起
き
を
し
よ
う

小
学
生
は
保
護
者
の
生
活
様
式
に
影

響
さ
れ
る
の
で
、
例
え
ば
、
保
護
者
が

寝
る
の
が
遅
け
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
ら
れ

て
寝
る
の
が
遅
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
親
の
生
活
リ
ズ
ム
を
変
え
る
こ
と

が
難
し
い
場
合
、
子
ど
も
だ
け
で
も
、

年
齢
に
適
し
た
生
活
リ
ズ
ム
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
睡
眠
に
は
浅
い
・
深
い

と
い
う
リ
ズ
ム
が
あ
り
、
そ
れ
は
人
に

よ
っ
て
少
し
ず
つ
異
な
り
ま
す
。「
よ
い

眠
り
」
と
は
、
寝
つ
き
も
、
目
ざ
め
も

よ
く
、
す
っ
き
り
し
た
気
分
で
起
き
ら

れ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
も
人
に
起
こ
さ

れ
た
り
、
目
ざ
ま
し
時
計
で
起
き
た
り

す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
自
然
に
目

が
覚
め
る
状
態
で
す
。
中
学
・
高
校
生

に
な
っ
て
か
ら
で
は
難
し
い
の
で
す
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
ぜ
ひ
「
早
寝
、
早
起

き
」
の
習
慣
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
朝
食
を
食
べ
て

食
生
活
リ
ズ
ム
を
守
ろ
う

朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
は
、

体
を
目
覚
め
さ
せ
、
脳
を
活
発
に
働
か

せ
る
た
め
に
と
て
も
大
切
で
す
。
朝
食

か
ら
１
日
の
生
活
リ
ズ
ム
が
つ
く
ら
れ

ま
す
。
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と

で
、
昼
食
、
夕
食
へ
と
つ
な
が
り
、
健

康
的
で
規
則
的
な
食
事
の
リ
ズ
ム
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
に
「
早
寝
、
早
起
き
」

の
習
慣
が
加
わ
れ
ば
、
心
地
よ
い
排
便

や
睡
眠
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

③
体
を
こ
ま
め
に
動
か
そ
う

日
常
的
に
体
を
動
か
す
機
会
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
風
呂
場
洗

い
、
食
器
洗
い
、
洗
濯
物
干
し
・
後
片

付
け
等
、
家
で
体
を
動
か
す
お
手
伝
い

を
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

④
ス
ト
レ
ス
を
う
ま
く
解
消
し
よ
う

悲
し
い
こ
と
、
つ
ら
い
こ
と
、
う
れ

し
い
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
な
ど
を
一
緒

に
感
じ
、
何
で
も
話
せ
る
人
を
身
近
に

も
つ
こ
と
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
専

門
家
の
助
け
を
か
り
る
こ
と
も
必
要
で

す
。

学
校
保
健

●

●

1
54
―
１
９
１
９

■ ２月の休 館 日 ■
1日、5日、12日、19日、26日
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●問い合わせ 市民課年金係（1内線2132）

Ｑ.  自分についている住民票コードを　
教えてください。

A．

市民課 市民課 市民課 市民課市民課 

住民票コードとは住民票を持つ日本国民
を対象に割り当てられている番号のこと
です。平成14年８月５日に住民基本台
帳ネットワークシステムの稼働と同時に
住民票コードの一斉割り当てが行われ、
その時に住民票コード通知書が各世帯に
送付されました。その通知書に番号は記
載してありますが、紛失等で分からない
場合は、住民票コード入りの住民票の写
しを取っていただければ分かります。そ
の際には印鑑と本人確認ができるもの
（運転免許証、住民基本台帳カード、健
康保険証等）をお持ちいただき、住民票
コード入りの住民票の写しを市民課また
は各支所で請求してください。

●問い合わせ 市民課市民窓口係（1内線2133）

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課（1内線２２３４）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

■あなたも「障がい児･者スポーツ教室」に
参加しませんか
どなたでも、気軽に楽しめるニュースポーツの

教室を開きます。２回シリーズの教室終了後の４

月からは自主サークルとして活動できるように計

画もしています。これを機会にスポーツに親しん

でみませんか？　健常者の人もいっしょに楽しめ

るスポーツですので、ぜひご参加ください。

●とき 【第1回】２月18日（日）午後１時30分

～３時【第2回】３月25日（日）午後１時30分～

３時

●ところ 日向市体育センター

●内容 風船バレー、フライングディスク

●定員 50人程度（年齢・性別制限なし。健常者

の参加もお待ちしています）

●参加料 無料

●申込期間 １月30日（火）～2月13日（火）

●申込方法 氏名・年齢・性別・電話番号（主に

連絡がとれるもの）について次の申込先まで郵便・

ファクシミリ・Eメール等でお申し込みください。

●その他 移動方法やガイド･ヘルパー・通訳の人

の手配等は各自でお願いします。

●申込・問い合わせ 「日向市障がい児･者スポー

ツ教室」実行委員会

（文化スポーツ課内153－４７９１、556―００１８、

Eメールbunka@hyugacity.jp）

■花壇コンクールに応募してみませんか
日向市花のあふれるまちづくり推進協議会では

第１３回「花壇コンクール」を開きます。

日ごろから花づくりに取り組んでいる人も、ま

ったくの初心者も大歓迎です。

ふるってご参加ください。お待ちしています。

●募集期間 ２月１日（木）～３月30日（金）

●募集部門 一般家庭、自治公民館、学校、事業

所及び団体。

●問い合わせ 日向市花のあふれるまちづくり推

進協議会事務局（市街地整備課公園街路係1内線

２６１５）※応募用紙は公園街路係にあります。

Q. 病気やケガで障害が残った場合、
障害年金を受給できると聞きまし　
たが、どんなときどんな人に支給　
されるのですか。

A. 国民年金加入中に病気やケガで障害が残
ったときや20歳前の事故やケガ等で障
害認定日に政令に定められている障害
（国民年金法の障害等級１級・２級）の
状態になった場合に、保険料を納めた期
間などの受給要件を満たしている人に障
害基礎年金が支給されます。既に、年金
を受給している人は対象となりません。
受給要件等、詳しいことは、延岡社会保
険事務所または市役所年金係までお問い
合わせください。
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このまちの人たち― ボイス

黒
木
卓
也
さ
ん
は
、
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
青
年
海
外
協
力

隊
員
と
し
て
、
西
ア
フ
リ
カ
の
ブ
ル

キ
ナ
フ
ァ
ソ
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
昨
年
12
月
20
日
、
黒
木
健
二

市
長
へ
の
出
発
の
あ
い
さ
つ
の
た
め
、

市
長
室
に
訪
れ
た
。

柔
道
指
導
者
と
し
て
、
地
方
の
道

場
、
警
察
学
校
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
の
巡
回
指
導
が
そ
の
任
務
。
黒
木

さ
ん
は
中
学
、
高
校
で
柔
道
部
に
所

属
し
、
二
段
の
腕
前
。
こ
れ
ま
で
、

西
都
市
の
専
門
学
校
に
通
い
な
が
ら

本
市
に
あ
る
奈
須
道
場
で
小
中
学
生

に
柔
道
を
教
え
て
き
た
。
中
学
生
の

こ
ろ
か
ら
「
海
外
に
出
て
自
分
を
成

長
さ
せ
た
い
」
と
考
え
て
い
た
そ
う

だ
。
今
回
、
青
年
海
外
協
力
隊
に
応

募
。
現
地
語
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
な

ど
の
語
学
研
修
を
受
け
て
き
た
。

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
は
ア
フ
リ
カ
の

サ
ハ
ラ
砂
漠
の
南
に
位
置
す
る
。
黒

木
市
長
は
「
気
候
や
食
べ
物
も
違
い
、

大
変
で
し
ょ
う
が
、
体
に
気
を
つ
け

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し

た
。「
前
任
者
が
築
き
上
げ
た
も
の
を

さ
ら
に
向
上
さ
せ
た
い
」
と
黒
木
さ

ん
は
抱
負
を
語
っ
た
。

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
に
は
、
平
成
18

年
度
の
２
次
隊
員
１
９
７
人
の
う
ち
、

黒
木
さ
ん
を
含
む
４
人
が
赴
任
す
る
。

黒
木
さ
ん
は
１
月
８
日
、
日
本
を
飛

び
立
っ
た
。

青年海外協力隊員として西アフリカで柔道を指導

海外に出て自分を
成長させたい

15

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職

場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い

ま
し
た
ら
、
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
1
内
線
２
２
３
４
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
係
が
写
真
を

撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

休日はフィットネスクラブに通っています
（有）西村保険に勤めています。地元の消防団員
です。夜警も始まっていますが日向青年会議所
（日向ＪＣ）の専務理事となり、消防団と夜の会
議との調整がけっこう大変です。映画鑑賞が趣味。
休日は、塩見川周辺をジョギングしたり、フィッ
トネスクラブに通ったりしています。

西村　聖さん（27歳：比良町３）

大人の自覚をもち何事にも積極的に挑戦
成人式を終えて、ようやく大人の仲間入りをした
んだなぁと感じました。これからは、大人の自覚
をもち、何事にも積極的に挑戦していきたいです。
まず自分の夢に向かって一生懸命頑張っていきま
す。また年金や選挙などがより身近になりますが、
これらにも関心をもち勉強しようと思います。

田　志織さん（20歳：富高）

これからもたくさん
「初詣で」の
思い出をつくりたい。

グレイス・ワン
ニュージーランドから来た
日向市国際交流員

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
Ｎ

Ｚ
）
で
日
本
語
を
勉
強
し
た

時
「
初
詣
で
」
は
私
に
と
っ

て
た
だ
の
一
つ
の
単
語
で
し

た
。
福
岡
に
留
学
し
て
い
た

高
校
１
年
生
の
時
、
実
際
に

初
詣
で
に
行
っ
て
印
象
が
変

わ
り
ま
し
た
。
今
日
は
グ
レ

イ
ス
の
色
々
な
初
詣
で
の
経

験
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

１
９
９
７
年
、
初
め
て
初

詣
で
に
行
く
時
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
お
姉
さ
ん
か
ら

「
夜
10
時
に
出
か
け
ま
し
ょ

う
」
と
言
わ
れ
て
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
私
は
日
本
の
初

詣
で
が
夜
中
の
午
前
０
時
に

ス
タ
ー
ト
す
る
の
を
知
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。
神
社
に
着

い
た
ら
、
ま
た
そ
の
人
の
多

さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

途
中
渋
滞
が
す
ご
く
て
車
を

降
り
た
の
で
帰
り
は
車
が
な

く
、
結
局
、
１
年
の
ス
タ
ー

ト
は
神
社
か
ら
家
ま
で
１
時

間
も
歩
く
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
、
あ
る
意
味
と
て
も

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
の
大
晦
日
に

は
、
姉
と
友
達
３
人
で
明
治

神
宮
に
行
き
ま
し
た
。
前
の

方
に
行
け
る
よ
う
に
早
め
に

行
き
ま
し
た
が
、
次
の
日
両

親
が
来
日
す
る
の
で
、
そ
こ

で
「
お
さ
い
銭
入
れ
て
祈
っ

て
、
早
く
帰
り
ま
し
ょ
う
」

と
二
人
で
相
談
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
ま
わ
り
の
人

の
変
な
視
線
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
だ
31
日
だ
っ
た
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
か
っ
た

け
ど
、
私
に
と
っ
て
「
初
詣

で
」
は
や
は
り
気
持
ち
の
問

題
で
す
か
ら
、
早
め
に
参
拝

し
て
帰
り
ま
し
た
。
２
０
０

５
年
の
大
晦
日
は
田
野
の
お

寺
で
み
ん
な
と
一
緒
に
初
め

て
除
夜
の
鐘
を
１
０
８
回
撞つ

き
ま
し
た
。
今
年
は
大
御
神

社
に
行
き
ま
し
た
。
海
辺
の

神
社
の
初
詣
で
は
初
め
て
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
「
初
詣
で
」
の
思
い
出
を

作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。



あ
の
ま
ち

こ
の
ま
ち
情
報

美
郷
町

宇
納
間
地
蔵
尊

大
祭
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「
若
山
牧
水
全
国
こ
ど
も
短
歌
ま
つ

り
」
が
12
月
26
日
、
日
向
市
東
郷
地

区
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
か
れ
ま

し
た
。
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
、

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
や
牧
水
カ
ル
タ

大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
短
歌
は
20
都

道
府
県
の
小
中
学
校
か
ら
３
６
２
８

首
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
６
人
、

優
秀
賞
12
人
、
入
選
１
８
２
人
の
作

品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
選
者
は
、

歌
人
の
福
島
泰
樹
さ
ん
、
小
島
ゆ
か

り
さ
ん
、
伊
藤
一
彦
さ
ん
の
３
人
。

■若山牧水全国こども短歌まつり

日
向
市
消
防
出
初
め
式
は
１
月
６

日
、
お
倉
ヶ
浜
総
合
公
園
で
開
か
れ

ま
し
た
。
出
初
め
式
に
は
団
員
約
５

０
０
人
が
参
加
。
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

の
鼓
笛
演
奏
、
曽
根
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
や
第
１
分
団
第
１
部
（
ポ
ン
プ
車

操
法：

昨
年
全
国
大
会
出
場
）
の
発

水
操
法
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
分
団
対
抗
の
ち

ょ
う
ち
ん
落
と
し
競
争
も
あ
り
ま
し

た
。
な
お
、
旧
東
郷
町
消
防
出
初
め

式
は
１
月
５
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

■消防出初め式

日
向
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
は
１

月
４
日
、
新
春
交
通
安
全
の
つ
ど
い

を
市
役
所
前
広
場
で
開
き
１
年
間
の

交
通
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。
関
係
者

ら
約
１
０
０
人
が
参
加
。
黒
木
健
二

市
長
は
「
市
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通

安
全
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
市
職
員
の
河
野

寿
元
さ
ん
が
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
し
た
い
」
と
交
通
安
全
宣
言
。

日
向
警
察
署
の
白
バ
イ
や
パ
ト
カ
ー

が
街
頭
啓
発
に
出
発
し
ま
し
た
。

■交通安全を誓う－。

地
球
温
暖
化
防
止
、
二
酸
化
炭
素
削

減
運
動
の
一
つ
、「
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
０
６
ク
リ
ス
マ

ス
Ｉ
Ｎ
日
向
」
が
12
月
16
日
、
市
役

所
前
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
周
囲

を
消
灯
。
花
壇
の
周
り
に
、
約
２
０

０
０
個
の
廃
油
で
作
っ
た
ろ
う
そ
く

を
並
べ
て
ひ
ま
わ
り
の
形
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
ま
し
た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
コ
ン
サ
ー
ト
や
灯
ろ
う
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
が
あ
り
、
訪
れ
た
市
民
た

ち
は
、
楽
し
い
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

■廃油のろうそくを灯す

16

た
だ
い
ま
。
日
向
の
人
は
、
み

ん
な
家
族
み
た
い
に
感
じ
る
ね
。

タ
レ
ン
ト
の
萩
本
欽
一
さ
ん
が
監
督
を
務
め
る
社
会
人
硬
式
野
球
チ
ー
ム

「
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
」
が
、
１
月
８
日
か
ら
12
日
ま
で
、
お
倉

ヶ
浜
総
合
公
園
野
球
場
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
。
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３
６
５
段
の
長
い
石
段
を
登

り
詰
め
た
鉄
城
山
山
頂
。
こ
こ

に
祀ま
つ

ら
れ
て
い
る
宇
納
間
地
蔵

尊
は
、「
火
伏
せ
地
蔵
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

１
５
０
年
程
昔
、
江
戸
市
中

に
大
火
が
発
生
し
た
と
き
、
当

時
の
延
岡
藩
主
の
誓
願
に
応
え

て
鎮
火
さ
せ
た
と
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
蔵
菩
薩
の

開
帳
は
60
年
に
１
度
だ
け
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
暦
１

月
24
日
を
中
日
な
か
び

と
す
る
３
日
間

は
約
２
万
人
の
参
拝
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。

●
期
日

３
月
12
日
（
月
）
〜
14
日
（
水
）

●
場
所

美
郷
町
北
郷
区

●
問
い
合
わ
せ

美
郷
町
北
郷
支
所
地
域
政
策
課

（
1
62
―
６
２
０
１
）

タ
レ
ン
ト
の
萩
本
欽
一
さ
ん
が

監
督
を
務
め
る
社
会
人
硬
式
野
球

チ
ー
ム
「
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー

ル
ズ
」
が
、
１
月
８
日
か
ら
12
日

ま
で
お
倉
ヶ
浜
総
合
公
園
野
球
場

で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し

た
。キ

ャ
ン
プ
初
日
の
８
日
は
、
歓

迎
式
と
宮
崎
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル

ズ
と
の
交
流
試
合
も
開
か
れ
ま
し

た
。
野
球
場
で
は
、
大
勢
の
市
民

が
歓
迎
。
萩
本
さ
ん
は
、
登
場
す

る
と
す
ぐ
さ
ま
「
マ
イ
ク
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
」
を
開
始
。
フ
ァ
ン
サ

ー
ビ
ス
た
っ
ぷ
り
の
ゆ
か
い
な
話

で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ス
タ
ン
ド
か
ら
「
欽
ち
ゃ
ん
、

お
帰
り
な
さ
い
」
と
声
が
か
か
り
、

「
た
だ
い
ま
。
日
向
の
人
は
、
み

ん
な
家
族
み
た
い
に
感
じ
る
ね
」

と
萩
本
さ
ん
が
返
事
。
会
場
か
ら

拍
手
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
期
間
中
は
、
欽
ち
ゃ

ん
独
特
の
野
球
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

「
欽
ト
レ
」
と
し
て
、
道
の
駅

「
日
向
」
で
の
鏡
開
き
の
手
伝
い

や
お
倉
ヶ
浜
の
清
掃
作
業
を
し
ま

し
た
。

１
月
13
日
に
は
、
延
岡
市
で
昨

年
の
台
風
13
号
竜
巻
被
災
地
復
興

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
交
流
試
合
が
あ
り

ま
し
た
。



市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成

19
年
１
月
１
日
現
在
で
調
製
し
た

「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

●
期
間

２
月
23
日
（
金
）
〜
３
月

９
日
（
金
）

●
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時●
場
所

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局●
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
1
内
線
２
２
３
３
）

●
宮
崎
県
議
会
議
員
選
挙

・
告
示
　
３
月
30
日
（
金
）

・
投
・
開
票
　
４
月
８
日
（
日
）

●
日
向
市
議
会
議
員
選
挙

・
告
示
　
４
月
15
日
（
日
）

・
投
・
開
票
　
４
月
22
日
（
日
）

●
日
向
市
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
届
出
手
続
等
説
明
会

・
日
時
　
２
月
19
日
（
月
）
・
午
後

１
時
30
分

・
会
場
　
市
役
所
２
階
・
第
１
〜
３

委
員
会
室

●
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
1
内
線
２
２
３
３
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
放
送
公
開
番
組
「
の

ど
自
慢
」
が
開
か
れ
ま
す
。

●
日
時

３
月
18
日
（
日
）

●
会
場

日
向
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宮
崎
放
送

局
（
1
０
９
８
５
―
32
―
８
１
２
４
）

＊
予
選
会
は
３
月
17
日
（
土
）
で
す
。

出
場
申
込
締
切
２
月
16
日
（
金
）、
観

覧
申
込
締
切
２
月
21
日
（
水
）、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
内
容

各
種
講
座
受
講
者
に
よ
る

活
動
発
表
や
大
分
県
佐
伯
市
の
観
光

大
使
で
あ
る
矢
野
大
和
さ
ん
の
記
念

講
演
な
ど
。

●
日
時

３
月
７
日
（
水
）、
午
前
９

時
〜
正
午

●
場
所

日
向
市
中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
あ
ん
し
ん

課
高
齢
者
福
祉
係
（
1
内
線
２
１
６

８
）住

宅
に
関
す
る
専
門
家
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
！
　
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

２
月
24
日
（
土
）、
25
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で
。

●
場
所

イ
オ
ン
宮
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ス
ペ
ー
ス
コ
ー
ト
（
１

階
）

●
内
容

設
計
、
施
工
、
融
資
、
耐

震
診
断
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
等
住
宅
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

県
建
築
住
宅
課

（
1
０
９
８
５
―
26
―
７
１
９
４
）

（
財
）
宮
崎
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

（
1
０
９
８
５
―
50
―
５
５
７
３
）

た
こ
あ
げ
の
季
節
と
な
っ
て
い
ま

す
。
楽
し
い
た
こ
あ
げ
を
す
る
た
め

に
、
電
線
の
な
い
広
い
と
こ
ろ
で
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
た
こ
が
ひ
っ
か
か
っ
た
際

は
、
電
柱
や
鉄
塔
に
は
の
ぼ
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

絶
対
に
電
線
に
は
触
ら
な
い
で
九

州
電
力
日
向
営
業
所
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

●
日
時

２
月
24
日
（
土
）
〜
25
日

（
日
）

●
会
場

日
向
市
中
央
公
民
館

●
日
程
・
内
容
　

【
24
日
】「
作
品
展
示
」
午
前
９
時
〜

午
後
８
時
、「
野
点だ
て

」
12
時
30
分
〜

午
後
３
時
、「
体
験
コ
ー
ナ
ー
」（
ミ

シ
ン
キ
ル
ト
・
手
芸
・
ち
ぎ
り
絵
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
、
（
短
歌
）

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３

時
、（
囲
碁
）
午
後
１
時
〜
５
時

【
25
日
】
「
舞
台
発
表
」（
舞
踊
・
楽

器
演
奏
ほ
か
）
午
後
１
時
〜
５
時
、

「
作
品
展
示
」
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
、「
体
験
コ
ー
ナ
ー
」（
ミ
シ
ン
キ

ル
ト
・
手
芸
）
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
、（
粘
土
の
花
）
午
前
11
時
〜
午

後
４
時
、（
囲
碁
）
午
後
１
時
〜
５

時●
問
い
合
わ
せ

日
向
市
中
央
公
民

館
（
1
53
―
６
８
６
７
）

日向市のホームページアドレス http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

市
は
異
動
シ
ー
ズ
ン
に
あ
た
る
３

月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
休
日
で
も
転
入
、

転
出
な
ど
の
手
続
き
が
で
き
る
よ
う

に
、
本
庁
窓
口
業
務
（
住
民
異
動
関

連
窓
口
）
の
開
庁
を
試
行
的
に
実
施

し
ま
す
。

●
開
庁
日
時

３
月
31
日(

土)
、
４

月
１
日(

日)

、
４
月
７
日
（
土
）
そ

れ
ぞ
れ
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
午
後
４
時
の
間

詳
し
く
は
次
回
３
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
市
民
窓
口

係
（
1
内
線
２
１
３
４
）

若
山
牧
水
賞
運
営
委
員
会
は
、
第

11
回
若
山
牧
水
賞
を
受
賞
し
た
坂
井

修
一
さ
ん
と
俵
万
智
さ
ん
の
講
演
会

を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
日
時

２
月
６
日
（
火
）
午
後
１

時
30
分
開
場
・
２
時
30
分
開
演

●
会
場

日
向
市
東
郷
地
区
文
化
セ

ン
タ
ー

●
講
師
・
演
題

①
坂
井
修
一
さ
ん

「
牧
水
と
い
う
奇
跡
」
②
俵
万
智
さ
ん

「
牧
水
の
恋
の
う
た
」

●
問
い
合
わ
せ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

文
化
振
興
係
（
1
内
線
２
８
６
４
）

お
知
ら
せ

昨
年
２
月
25
日
、
日
向
市
と
東
郷

町
が
合
併
し
、
人
口
６
万
４
千
人
の

新
し
い
日
向
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

合
併
後
は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
も
合
併
を
機
に
一
本

化
さ
れ
、
現
在
、
選
挙
で
選
出
さ
れ

た
委
員
22
人
、
団
体
等
の
推
薦
に
よ

り
選
出
さ
れ
た
委
員
６
人
の
合
計
28

人
で
、
農
地
に
関
す
る
相
談
、
あ
っ

せ
ん
、
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

次
の
選
挙
は
平
成
20
年
７
月
に
行

わ
れ
ま
す
が
、
日
向
市
農
業
委
員
会

で
は
現
在
、
適
切
な
委
員
の
定
数
と

選
挙
区
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
協

議
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
参
考
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
意
見
の
応
募
方
法

郵
送
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
お
近
く
の
農
業
委
員

に
直
接
お
話
し
て
い
た
だ
い
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
８
３

―
８
５
５
５
　
日
向
市
本
町
10
番
５

号
　
日
向
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
1
52
―
０
５
０
９
・
5
52
―
０
２
５

０
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

n
ogyo@

h
yu
gacity.jp

●
応
募
期
限

４
月
30
日
（
必
着
）

市
民
課
窓
口
業
務
の

休
日
開
庁
の
お
知
ら
せ

18

皆
さ
ん
の
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

高
齢
者
保
健
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

住
ま
い
の
無
料
相
談
会

「
ス
マ
イ
・
る
・
メ
ッ
セ
」
の
ご
案
内

電
気
の
感
電
防
止
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
で
す

中
央
公
民
館
発
表
会
を

開
き
ま
す

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の

年
で
す

募
　
集

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

若
山
牧
水
賞
受
賞
記
念
講
演

会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
の
ど
自
慢
」
が

開
か
れ
ま
す

市
は
、
介
護
予
防
支
援
計
画
作
成

員
の
募
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
業
務
内
容

介
護
予
防
支
援
事
業

の
介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成
を
行
う
。

要
支
援
１
・
２
認
定
者
で
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
人
に
対
し
、

そ
の
申
請
者
宅
を
訪
問
し
、
基
本
情

報
を
収
集
し
介
護
予
防
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
。

●
採
用
期
間

平
成
19
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日
（
再
任
可
）

●
勤
務
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
（
た
だ
し
、
祝
日
を
除
く
）。

●
報
酬

基
本
月
額

１
８
０
、
０
０

０
円
（
別
途
調
査
旅
費
加
算
あ
り
）

●
福
利
厚
生

健
康
保
険
、
厚
生
年

金
、
雇
用
保
険
加
入
。

●
募
集
人
員

若
干
名
。

●
応
募
資
格

次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
こ
と
。

（
１
）
保
健
師
、
介
護
支
援
専
門
員
、

社
会
福
祉
士
、
地
域
ケ
ア
・
地
域
保

健
等
に
つ
い
て
経
験
あ
る
看
護
師
、

高
齢
者
保
健
福
祉
に
関
す
る
相
談
業

務
に
３
年
以
上
従
事
し
た
社
会
福
祉

主
事
。

（
２
）
健
康
で
訪
問
事
務
に
適
す
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

（
３
）
普
通
自
動
車
の
免
許
を
有
し
、

調
査
に
使
用
で
き
る
自
家
用
車
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

●
募
集
期
間

平
成
19
年
２
月
13
日

（
火
）
か
ら
３
月
２
日
（
金
）
ま
で
。

●
提
出
書
類

履
歴
書
（
市
販
の
も

19

の
を
使
用
し
、
上
半
身
の
写
真
を
貼

付
）

●
提
出
先

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課

介
護
認
定
係

●
選
考
方
法

１
次
選
考
　
書
類
審

査
（
合
格
者
の
み
に
２
次
選
考
通
知

を
行
う
）
２
次
選
考
　
面
接

●
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
あ
ん
し
ん

課
介
護
認
定
係
（
1
内
線
２
１
９
６
）

県
聴
覚
障
害
者
協
会
で
は
、「
要
約

筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
」
の
基
礎
課

程
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
手
話
習
得
の
困
難
な
聴

覚
障
害
者
に
対
し
、
話
の
内
容
を
そ

の
場
で
要
約
し
て
筆
記
通
訳
す
る

「
要
約
筆
記
者
」
を
養
成
す
る
も
の
で

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
対
象

福
祉
の
理
解
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
熱
意
の
あ
る
高
校
生
以

上
の
人

●
受
講
日

２
月
17
日
、
３
月
10
日
、

３
月
17
日
、
３
月
24
日
、
３
月
31
日

の
５
日
間

●
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
会
場

日
向
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
富
高
２
０
７
番
地
３
）

●
受
講
料

１
、
０
５
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

●
申
込
方
法

官
製
は
が
き
、
ま
た

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
（
ア
）
日
向
会

場
希
望
（
イ
）
住
所
（
ウ
）
氏
名
を

明
記
の
う
え
、
２
月
15
日
（
木
）
ま

で
に
県
聴
覚
障
害
者
協
会
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
８
０

―
０
０
５
１
　
宮
崎
市
江
平
西
２
―

１
―
20

社
会
福
祉
法
人
宮
崎
県
聴

覚
障
害
者
協
会
（
1
０
９
８
５
―
38

―
８
７
３
３
、
5
０
９
８
５
―
29
―
２

２
７
９
）

市
は
次
の
と
お
り
平
成
19
年
度
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
職
種

①
一
般
事
務
②
保
育
士
・

幼
稚
園
教
諭
（
有
資
格
者
）
③
看
護

師
（
有
資
格
者
）

●
年
齢

問
わ
な
い
。

●
賃
金

一
般
事
務
　
日
額
６
０
０

０
円
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
　
日

額
６
６
０
０
円
、
看
護
師
　
日
額
６

６
０
０
円
（
平
成
18
年
度
の
日
額
）

●
雇
用
の
方
法

応
募
者
の
中
か
ら

必
要
に
応
じ
随
時
選
考
に
よ
り
雇
用
。

た
だ
し
、
19
年
度
中
に
雇
用
さ
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
受
付
期
間

随
時

●
受
付
場
所

職
員
課

●
提
出
書
類

市
販
の
履
歴
書
に
写

真
を
貼
っ
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
・
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
資
格
・

免
許
証
等
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

職
員
課
人
事
研
修

係
（
1
内
線
２
２
７
３
）

５
月
20
日
（
日
）
に
全
国
健
康
福

祉
祭
の
県
選
手
選
考
会
を
兼
ね
た

「
宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
０
７
」

が
、
宮
崎
市
・
清
武
町
で
開
か
れ
ま

す
（
ゴ
ル
フ
競
技
は
21
日
）。
こ
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
（
参
加
者
多

数
の
場
合
抽
選
）。

●
募
集
期
間

２
月
１
日
（
木
）
〜

28
日
（
水
）

●
対
象

60
歳
以
上
の
宮
崎
県
民

●
実
施
種
目

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
弓
道
、
剣

道
、
な
ぎ
な
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
太
極
拳
、

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
四
半
的
弓
道
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、
将
棋

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
あ

ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係
（
1
内
線

２
１
６
９
）

市
は
、
昭
和
61
年
に
中
国
の
　
坊

市
と
友
好
都
市
を
締
結
し
て
以
来
、

坊
市
で
開
か
れ
る
「
世
界
風
筝

ふ
う
そ
う

（
た
こ
揚
げ
）
大
会
」
に
合
わ
せ
て
、

こ
れ
ま
で
11
回
に
わ
た
り
友
好
交
流

団
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
、

４
月
に
開
か
れ
る
風
筝
大
会
に
合
わ

せ
て
派
遣
す
る
交
流
団
員
を
募
集
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
、

異
国
の
文
化
に
触
れ
、

坊
市
民
と

の
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
旅
行
日
程

４
月
18
日
（
水
）
〜

25
日
（
水
）（
７
泊
８
日
）

●
行
程

世
界
風
筝
大
会
参
観
、

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

坊
日
向
友
好
学
校
訪
問
、

坊
市

民
と
の
交
流
の
ほ
か
北
京
の
観
光
地

訪
問
。

●
募
集
人
員

12
人
（
学
生
を
除
く

18
歳
以
上
の
市
内
に
在
住
、
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
人
）

＊
応
募
者
が
少
な
い
と
き
は
、
派
遣

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
随
行

市
の
職
員
と
通
訳
（
添
乗

員
）
が
随
行
し
ま
す
。

●
旅
行
経
費

16
万
円
〜
17
万
円

（
中
国
の
事
情
に
よ
り
変
更
あ
り
）

●
募
集
期
間

２
月
１
日
（
木
）
〜

２
月
23
日
（
金
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

日
向
市

坊
市
交
流
促
進
協
議
会
事
務
局

（
総
務
課
1
内
線
２
２
２
３
）

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

で
学
び
ま
せ
ん
か

日
向
市
介
護
予
防
支
援
計
画

作
成
員
募
集

募
集
し
ま
す

市
の
臨
時
職
員

友
好
都
市『
中
国
　
坊
市
』

へ
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

ひょっとこをデザインした、たこを
揚げる第10次友好交流団

宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２
０
０
７
の
選
手
を
募
集

【
訂
正
・
１
月
号
12
、13
ペ
ー
ジ
】

ト
ピ
ッ
ク
ス
中
の
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ａ
カ

ッ
プ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
開

か
れ
た
の
は
財
光
寺
南．
小
学
校

体
育
館
で
す
。
ま
た
、
ま
ち
の

話
題
中
の
那
須
瑞
希．
さ
ん
は
那

須
瑞
稀．
さ
ん
で
す
。
訂
正
し
ま

す
。
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時
差
ボ
ケ
解
消
に
効
く
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
適
応
す
る
ま

で
ふ
つ
う
２
週
間
程
度
必
要
で
す

が
、
光
療
法
を
使
え
ば
よ
り
早
く

克
服
で
き
る
そ
う
で
す
。

眠
れ
な
い
と
き
に
、
酒
の
力
を

借
り
て
ベ
ッ
ド
に
入
る
選
手
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
寝
つ
き
や
す

く
な
る
効
果
は
期
待
で
き
ま
す
が

ア
ル
コ
ー
ル
を
あ
る
程
度
飲
む

と
、
逆
に
眠
り
は
浅
く
な
っ
て
し

ま
う
と
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る

研
究
者
も
い
ま
す
。

忙
し
い
年
末
・
年
始
、
ま
た
寒

い
時
期
を
す
ご
し
、
生
活
の
リ
ズ

遊
び
疲
れ
て
熟
睡
し
て
い
た
幼

い
こ
ろ
、
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
た

た
き
起
こ
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
は

ず
で
す
。
寝
ぼ
け
眼
を
こ
す
り
な

が
ら
窓
越
し
に
見
つ
め
た
輝
く
太

陽
。
疲
労
回
復
に
欠
か
せ
な
い
睡

眠
は
、
こ
の
『
光
』
が
カ
ギ
を
握

っ
て
い
ま
す
。
夜
間
照
明
の
中
で

運
動
す
る
機
会
の
多
い
人
々
、
ナ

イ
タ
ー
が
多
い
プ
ロ
野
球
選
手
な

ど
は
、
な
か
な
か
寝
つ
け
な
く
な

る
そ
う
で
す
。
あ
る
大
学
の
研
究

に
よ
る
と
『
夜
遅
く
に
強
い
光
を

浴
び
る
と
、
夜
更
か
し
朝
寝
坊
傾

向
に
な
り
、
夜
明
け
か
ら
朝
に
か

け
て
浴
び
る
と
早
寝
早
起
き
傾
向

に
な
る
』
そ
う
で
す
。
夜
間
照
明

の
中
で
の
運
動
・
試
合
だ
け
な
ら

夜
更
か
し
型
で
も
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
午
前
中
の
運
動
・
試
合

で
は
早
起
き
が
有
利
で
す
。
早
朝

ス
タ
ー
ト
の
駅
伝
、
高
校
野
球
の

甲
子
園
大
会
で
は
午
前
３
時
ご
ろ

に
起
床
す
る
選
手
も
多
く
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
等
に
お
い
て
も
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
活
リ
ズ
ム
は
簡
単
に
は
変
え

ら
れ
な
い
た
め
、『
光
療
法
』
も

一
つ
の
選
択
肢
で
す
。
光
療
法
と

は
非
常
に
明
る
い
照
明
を
使
っ
て

光
を
浴
び
る
も
の
で
、
日
照
時
間

の
減
少
が
一
因
と
考
え
ら
れ
て
い

る
『
季
節
性
う
つ
病
』
の
治
療
に

も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
夜
明
け
前

に
強
い
光
を
一
定
時
間
浴
び
る
こ

と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
早
寝
早
起
き

傾
向
に
な
れ
ま
す
。

海
外
遠
征
で
は
避
け
て
通
れ
な

い
ジ
ェ
ッ
ト
ラ
グ
症
候
群
、
い
わ

ゆ
る
『
時
差
ボ
ケ
』
に
も
有
効
で

す
。
現
地
時
間
に
体
内
時
計
を
合

わ
せ
る
に
は
、
朝
起
き
た
ら
太
陽

を
浴
び
て
散
歩
し
た
り
、
し
っ
か

り
朝
食
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
が

■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

ス ポ － ッ
■
睡
眠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

市
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
人
に

対
し
、
宮
崎
交
通
発
行
の
高
齢
者

用
バ
ス
定
期
券
「
悠
々
パ
ス
」
の

購
入
費
半
額
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
補
助
を
受
け
る
際
に
は
、

市
で
発
行
し
て
い
る
補
助
券
が
必

要
で
す
。
パ
ス
の
有
効
期
限
が
最

大
で
半
年
の
た
め
、
３
月
に
交
付

を
受
け
た
人
は
９
月
に
新
た
に
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

下
記
の
日
程
で
交
付
を
し
ま
す
の

で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

■
問
い
合
わ
せ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

（
1
53
―
４
７
９
１
）

ム
も
変
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
一
日
一
日
と
暖
か
く
な

っ
て
き
ま
す
。
早
寝
早
起
き
を
し

て
睡
眠
を
し
っ
か
り
取
り
、
日
常

的
に
運
動
を
し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
ん
だ
り
す
る
機
会
を
増
や

し
、
健
康
の
増
進
や
体
力
の
向
上

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
新
年
度
も
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
た

健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
の
た
め
、

各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

■悠々パス発行日程表（1内線2169）

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
も
の

燃
や
せ
な
い
ご
み
、
粗
大
ご
み
、

資
源
物
の
う
ち
缶
類
・
び
ん
類
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ト
レ
イ
・
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
・
古
布
。

●
持
込
時
間

午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
４
時
ま
で
。

＊
祝
日
・
土
曜
日
・
日
曜
日
も

持
ち
込
み
で
き
ま
す
（
12
月
31
日

か
ら
翌
年
の
１
月
３
日
ま
で
を
除

く
）。

清
掃
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
も
の

燃
や
せ
る
ご
み
、
資
源
物
の
う

ち
古
紙
類
。

●
持
込
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

＊
祝
日
・
土
曜
日
の
持
ち
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

持
込
場
所
が
離
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
竹
島

町
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
富
高
に
あ

り
ま
す
。
場
所
が
離
れ
て
い
ま
す

の
で
、
持
ち
込
む
際
は
間
違
い
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
か
ら
、
燃
や
せ
な
い
ご
み

粗
大
ご
み
な
ど
の
持
ち
込
み
先
が

竹
島
町
に
建
設
さ
れ
る
ひ
ゅ
う
が

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
替
わ
り

ま
す
。

運
転
免
許
証
の
提
示
が

必
要
に
な
り
ま
す

ひ
ゅ
う
が
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
へ
持
ち
込
み
を
す
る
場
合
は
、

日
向
市
民
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
、
運
転
免
許
証
を
提
示

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
忘
れ

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
燃
や
せ
な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
　

の
持
ち
込
み
先
が
替
わ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
環
境
政
策
係

（
1
53
―
２
２
５
６
）

相 談 日 程

22
―
７
０
３
８
）

●
通
過
地
点
と

先
頭
の
通
過
予
定
時
刻

歴 史 探 訪
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■
人
権
相
談

と
　
き

２
月
21
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
細
島
公
民
館

■
法
律
相
談(

要
予
約)

と
　
き
　
２
月
８
日
（
木
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
社
会
福
祉
協
議
会

(

1
52
―
１
０
１
０
）

■
年
金
巡
回
相
談

と

き
　
２
月
14
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
害
者
相
談

と

き
　
２
月
９
日
（
金
）

10：

00
〜
12：

00

と
こ
ろ
　
障
害
者
セ
ン
タ
ー
　
　
　 (

1
52
―
５
４
３
４)

■
女
性
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
相
談

方
　
法
　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と
　
き
（
月
、
火
、
木
、
金
）

13：

00
〜
16：

00

と
こ
ろ
　
推
進
ル
ー
ム

「
さ
ん
ぴ
あ
」

(

1
55
―
１
６
６
０
）

■
介
護
保
険
の
説
明
会

と
　
き
　
２
月
19
日
（
月
）

10：

00
〜
12：

00

と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
あ
ん
し
ん

課
介
護
給
付
係

（
1
内
線
２
１
７
６
）

■
納
税
は
便
利
な

口
座
振
替
で

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
市

内
の
金
融
機
関
、
市
役
所
、
東
郷

町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
及
び
支
所

で
で
き
ま
す
（
通
帳
、
通
帳
印
、

納
付
書
が
必
要
で
す
）。
振
替
日

は
毎
月
25
日
で
す
。

お
知
ら
せ
！
　
延
岡
西
日
本
マ
ラ

ソ
ン
が
開
か
れ
ま
す

２
月
18
日
（
日
）、
延
岡
市
を
ス

タ
ー
ト
し
、
門
川
町
を
経
て
日
向
市

を
折
り
返
す
コ
ー
ス
で
「
第
45
回
延

岡
西
日
本
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
か
れ
ま

す
。
今
回
も
全
国
の
実
業
団
か
ら
有

力
な
選
手
が
出
走
し
ま
す
。
ま
た
、

地
元
の
選
手
も
た
く
さ
ん
参
加
し
ま

す
の
で
、
沿
道
で
の
皆
さ
ん
の
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
選
手
の
通
過
時
間
に
合
わ

せ
て
行
わ
れ
る
交
通
規
制
に
も
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

延
岡
西
日
本
マ
ラ

ソ
ン
大
会
事
務
局
（
延
岡
市
教
育
委

員
会
保
健
体
育
課
内
1
０
９
８
２
―

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

面
で
も
転
ぶ
こ
と
な
く
歩
く
こ
と

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
群
れ
で
生

活
す
る
シ
カ
と
は
違
い
定
着
性
が

あ
り
、
ナ
ワ
バ
リ
を
持
つ
こ
と
か

ら
単
独
や
つ
が
い
で
行
動
す
る
こ

と
が
多
く
、
目
の
下
か
ら
分
泌
液

を
出
し
て
マ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
自

分
の
ナ
ワ
バ
リ
で
あ
る
こ
と
を
誇

示
し
ま
す
。

フ
ン
は
と
も
に
楕
円
形
を
し
て

い
る
た
め
単
体
で
ど
ち
ら
の
も
の

か
を
見
分
け
る
の
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
フ
ン
の
仕
方
に
も

特
徴
が
み
ら
れ
、
あ
ち
こ
ち
に
フ

ン
を
ま
き
ち
ら
す
シ
カ
に
対
し
、

日
向
市
東
郷
町
の
尾
鈴
連
山
の

山
々
に
は
、
国
の
天
然
記
念
物
で

あ
る
カ
モ
シ
カ
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
正
式
に
は
「
偶
蹄
目
ウ
シ
科

カ
モ
シ
カ
属
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
」

と
言
い
、
小
柄
で
ず
ん
ぐ
り
し
た

体
格
を
し
て
お
り
、
四
肢
も
首
も

太
く
短
く
が
っ
し
り
と
し
て
い
ま

す
。
カ
モ
シ
カ
と
シ
カ
は
似
た
よ

う
な
名
前
で
混
同
さ
れ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、
観
察
す
る
と
ず
い

ぶ
ん
と
違
い
が
あ
る
動
物
で
す
。

カ
モ
シ
カ
は
雄
雌
と
も
に
緩
や

か
に
湾
曲
し
た
黒
色
の
短
い
角
を

持
っ
て
お
り
、
シ
カ
と
違
っ
て
生

え
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

角
は
年
ご
と
に
成
長
し
て
い
き
、

生
え
ぎ
わ
に
角
輪
と
呼
ば
れ
る
年

輪
の
よ
う
な
も
の
が
形
成
さ
れ
て

い
き
ま
す
の
で
、
こ
の
角
輪
の
数

が
年
齢
の
目
安
と
し
て
参
考
に
な

る
よ
う
で
す
。

シ
カ
の
ひ
づ
め
が
ほ
っ
そ
り
と

し
て
い
て
開
け
た
場
所
を
走
る
の

に
適
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ニ
ホ

ン
カ
モ
シ
カ
は
ひ
づ
め
の
先
を
広

げ
て
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

岩
場
な
ど
足
場
の
悪
い
所
で
の
活

動
に
適
し
て
お
り
急
峻
な
山
の
斜

■
カ
モ
シ
カ

郷土の文化財を
訪ねて　　 ⑧

■
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
文
化
財
係

（
1
内
線
２
４
１
５
）

カ
モ
シ
カ
は
同
じ
場
所
で
フ
ン
を

す
る
た
め
、
こ
ん
も
り
と
し
た
塊

を
作
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。

今
日
、
多
様
な
開
発
の
影
響
を

受
け
、
環
境
破
壊
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
然
を
大

切
に
し
、
動
植
物
と
う
ま
く
共
存

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
カ
モ
シ
カ
は
国
の
天
然

記
念
物
で
あ
る
た
め
狩
猟
が
禁
じ

ら
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
け

が
等
で
保
護
し
た
場
合
や
死
が
い

を
発
見
し
た
場
合
に
お
い
て
も
国

へ
届
け
出
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

カ
モ
シ
カ
の
角

スタート 延岡市役所前 10：00
5㎞ 延岡市平原町 10：15
10㎞ 延岡市土々呂町 10：31
15㎞ 門川町尾末 10：46
20㎞ 日向市日知屋 11：02

折り返し点 日向市原町 11：07
25㎞ 日向市細島港入口 11：17
30㎞ 門川町加草 11：33
35㎞ 延岡市松原町 11：48
40㎞ 延岡市伊達町 12：04
ゴール 延岡市役所 12：10

※日向市と門川町は国道10号がコースとなります。



温 泉 館 報

22

健 康 家 族
■
温
泉
へ
入
ろ
う
⑨

子
ど
も
の
こ
ろ
風
邪
を
ひ
く
と

よ
く
「
お
風
呂
に
入
っ
て
は
ダ
メ
」

と
言
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
も

と
も
と
そ
れ
は
、
日
本
人
が
比
較

的
熱
い
お
風
呂
が
好
き
で
、
し
か

も
昔
は
内
湯
の
あ
る
家
は
少
な

く
、
遠
く
の
銭
湯
な
ど
に
通
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
家
に
た
ど
り
着

く
ま
で
に
は
湯
冷
め
を
し
て
し
ま

う
よ
う
な
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め

に
、
病
気
の
時
は
、
お
風
呂
は
い

け
ま
せ
ん
と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
今
は
家
の
中
に

お
風
呂
が
あ
り
、
簡
単
に
シ
ャ
ワ

ー
な
ど
を
浴
び
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
湯
冷
め
の
心
配

が
な
け
れ
ば
そ
ん
な
に
悪
い
こ
と

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
実
際
、
欧

米
の
お
医
者
さ
ん
は
、
体
温
よ
り

少
し
高
い
程
度
の
お
湯
で
の
半
身

浴
を
勧
め
て
い
る
そ
う
で
す
し
、

風
邪
の
時
用
の
入
浴
剤
ま
で
あ
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
冬
至
の
日
に

入
る
「
ゆ
ず
湯
」
な
ど
は
風
邪
に

効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
で
す
が
、
風
邪
の
症
状

が
重
そ
う
な
場
合
や
高
熱
が
出
て

い
て
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
場
合

は
、
入
浴
は
厳
禁
で
す
。

日向サンパーク
温泉へ行こう

健康はみんなで
つくる宝物

■
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
生
活
習
慣
」

２
月
１
日
〜
７
日
は
「
生
活
習

慣
病
予
防
週
間
」
で
す
。「
生
活

習
慣
病
」
に
は
、
高
血
圧
・
高
脂

血
症
・
糖
尿
病
な
ど
が
あ
り
、
そ

の
名
の
通
り
主
に
生
活
習
慣
が
発

病
の
大
き
な
誘
因
と
な
り
ま
す
。

●
特
徴

①
毎
日
の
悪
い
生
活
習
慣
（
栄
養

の
偏
り
や
睡
眠
不
足
、
運
動
不
足
、

ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
、
飲
酒
な
ど
）

の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
発
症
し
ま

す
。

②
大
人
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も

で
も
発
症
し
ま
す
。

③
自
覚
症
状
が
現
れ
に
く
く
、
気

が
つ
い
た
時
に
は
か
な
り
病
気
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
回
復
が
遅
く
慢
性
化
す
る
こ
と

が
多
い
で
す
。

⑤
い
く
つ
か
の
病
気
を
合
わ
せ
持

つ
こ
と
（
合
併
症
）
が
多
く
、
こ

れ
ら
の
病
気
は
互
い
に
影
響
し
あ

っ
て
進
行
し
ま
す
。

●
生
活
習
慣
病
改
善
の
７
カ
条

①
食
事
は
規
則
正
し
く
、
バ
ラ
ン

ス
良
く
。
食
事
は
１
日
３
回
、
腹

八
分
目
。
目
標
１
日
30
品
目
。

②
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
食
事
や
塩
分

の
と
り
す
ぎ
に
注
意
。

③
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
、
た
ば
こ
は

控
え
め
に
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
ビ
ー

ル
中
ビ
ン
１
本
、
ま
た
は
日
本
酒

１
合
が
適
量
で
す
。

④
家
庭
で
も
血
圧
を
測
る
習
慣

を
。
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
は
早
朝

起
こ
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
家
庭
で
も
血
圧
を
測
り
ま

し
ょ
う
。

⑤
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
い

ま
し
ょ
う
。
入
浴
や
十
分
な
睡
眠
、

休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑥
肥
満
は
生
活
習
慣
病
の
元
凶
。

食
生
活
の
改
善
と
適
正
な
運
動
で

肥
満
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
毎
日
続
け
る
適
正
な
運
動
。

肥
満
や
運
動
不
足
の
解
消
に
、
有

酸
素
運
動
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ

う
。

●
健
診
を
受
け
よ
う

生
活
習
慣
病
に
な
る
か
な
ら
な

い
か
、
そ
れ
を
決
め
る
の
は
あ
な

た
自
身
で
す
。
健
診
は
、
隠
れ
て

い
る
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る
だ

け
で
な
く
、
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣

を
見
直
す
い
い
機
会
で
す
。

平
成
18
年
度
の
健
診
を
３
月
ま

で
延
長
し
ま
し
た
。
１
年
に
１
回

は
健
診
を
受
け
、
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
た
め
に
も
健
診
を
ぜ

ひ
活
用
し
た
い
も
の
で
す
。

■
乳
が
ん
検
診
の
追
加
実
施
決
定

40
〜
69
歳
の
女
性
を
対
象
に
、

次
の
日
程
で
乳
が
ん
集
団
検
診
を

実
施
し
ま
す
（
２
年
に
１
回
の
受

診
で
す
）。

①
２
月
１
日
（
木
）
日
向
保
健
所

②
２
月
８
日
（
木
）
財
光
寺
ま
ち

づ
く
り
事
務
所

＊
予
約
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

お舟出ちゃんぽん
おねだん　６８０円から

月はちゃんぽん祭
りを開催中！　目

の前に広がる海を眺めな
がら食べるコクのある特
製ちゃんぽんはいかがで
しょうか？　単品はもち
ろん、おにぎり、レタス
巻き、チキン南蛮のセッ
トもあり、毎年人気のメ
ニューです。

O

・TA
B
E
T
E
N
N
A
I

お

・

た

べ

て

ん

な

い

！

レ
ス
ト
ラ
ン
潮
音
情
報

■問い合わせ
日向サンパーク温泉
「お舟出の湯」まで。
156－3800
●営業時間
午前10時～午後10時
●２月の休館日
５日（月）・19日（月）
※毎月第１・第３月曜
日(祝日の場合は翌日)

■市民の皆さんへお得な情報です
＊お舟出とくトクカレンダー＊
12月からサービスの内容が変わ
りました！ どうぞご覧ください。

http://www.city.hyuga.miyazaki.jp

/sunpark/calendar/kindex.php

今

■
お
舟
出
の
湯

２
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

●
今
月
の
定
期
寄
席

２
月
10
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

毎
月
第
２
土
曜
日
で
す
。

＊
寄
席
の
後
に
、
お
楽
し
み
抽
選

会
が
あ
り
ま
す
。

●
美
々
津
公
民
館
作
品
展

２
月
23
日
（
金
）
〜

２
月
25
日
（
日
）
ま
で
。

●
毎
日
ク
イ
ズ
を
や
っ
て
い
ま
す

26
日
の
風
呂
の
日
に
当
選
者
発

表
。

●
浴
場
毎
日
入
れ
替
え
中

昨
年
12
月
か
ら
男
女
の
浴
場
を

日
ご
と
入
れ
替
え
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
係

（
1
内
線
２
１
８
４
）

23

▼
今
月
の
特
集
は
成
人
式
で
す
。
広
報
ひ
ゅ
う

が
で
新
成
人
の
集
合
写
真
を
撮
る
の
は
、
も
う

何
回
目
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
▼
今
年
も
、
元

気
に
ポ
ー
ズ
を
決
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
人

の
責
任
と
自
覚
を
―
。
う
れ
し
い
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
新
成
人
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
し
て
い
ま
す
。〈
Ｋ
〉
は
、
毎
年
、
こ
の

取
材
で
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
▼
さ
て
、

今
月
は
、
ミ
ニ
特
集
と
し
て
、
旅
と
望
郷
の
歌

人
「
若
山
牧
水
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
牧
水

の
歌
に
、
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

人　口 63,265 人 〈 ＋4〉
男 29,772 人 〈 ＋1〉
女 33,493 人 〈 ＋3〉

世帯数 24,211 世帯 〈 －6〉

転　入 113人 転　出 108人
出　生 49人 死　亡 50人
面　積　（H18.2.25～） 336.29k㎡

こ
ち
ら
編
集
室

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
２
月
９
日
（
金
）

23
日
（
金
）

対
象
／
平
成
18
年
11
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
２
月
14
日
（
水
）

対
象
／
平
成
18
年
７
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
２
月
６
日
（
火
）

対
象
／
平
成
18
年
１
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
２
月
22
日
（
木
）

対
象
／
平
成
17
年
７
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
２
月
７
日
（
水
）

対
象
／
平
成
15
年
７
月
生
ま
れ

※
受
付
時
間
　
７
か
月
児
・
１
歳
６
か

月
児
・
３
歳
児
／
午
後
０
時
45
分
〜
１

時
15
分
、
３
か
月
児
／
午
後
１
時
〜
１

時
30
分
、
１
歳
児
／
午
前
９
時
30
分
〜

10
時
　
東
郷
会
場
は
対
象
者
に
別
途
案

内
し
ま
す
。
日
程
等
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
母
子
健
康
手
帳

を
忘
れ
ず
に
。

日向市保育協議会
（153ー5857）

田中　遥人
はると

ちゃん
(伊勢ヶ浜)

児玉　陸仁
りくと

ちゃん
(日知屋)

乳
幼
児
健
診

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

日曜在宅医の確認は153－1214へ

テレホンサービス

〈
Ｋ
〉

昨
年
の
４
月
１
日
か
ら
麻
し
ん
と

風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
の
方
法
が

変
わ
り
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）
を
使
用
し

た
２
回
接
種
に
な
り
ま
し
た
。

【
１
期
】
対
象
者

１
歳
以
上
２
歳

未
満

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）
を
接
種
。

・
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
予
防
接
種

の
ど
ち
ら
か
を
受
け
た
人
、
も
し
く

は
、
ど
ち
ら
か
に
り
患
し
た
人
は
他

方
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
。

【
２
期
】
対
象
者

小
学
校
入
学
前

の
１
年
間(

※
平
成
12
年
４
月
２
日

〜
平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

は
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
に
受
け

ま
し
ょ
う
）。

・
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
予
防
接
種
を

両
方
、
ま
た
は
片
方
の
み
受
け
て
い

る
人
及
び
両
方
受
け
て
い
な
い
人
は

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
。

・
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
ど
ち
ら
か

に
り
患
し
た
人
は
、
他
方
の
ワ
ク
チ

●会場 日向市民健康管理センター ●問い合わせ 1内線２１８４

ン
を
接
種
。

ま
た
、
こ
の
法
改
正
を
受
け
て
行

っ
て
い
る
経
過
措
置
は
平
成
19
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
。

【
経
過
措
置
の
対
象
者
】

（
１
）
２
歳
以
上
で
平
成
13
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
の
う
ち
次

の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
。
①
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
予
防

接
種
の
ど
ち
ら
と
も
受
け
て
い
な
い

か
つ
、
ど
ち
ら
に
も
り
患
し
て
い
な

い
人
（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
）。

②
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
予
防
接
種

の
ど
ち
ら
か
を
受
け
た
人
及
び
、
ど

ち
ら
か
に
り
患
し
た
人
（
他
方
の
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
）。

（
２
）
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に

医
療
機
関
に
風
し
ん
予
防
接
種
の
予

約
を
入
れ
未
接
種
の
人
。

今
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る

人
、
及
び
経
過
措
置
の
対
象
に
な
る

人
は
お
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
健

康
増
進
係
（
1
内
線
２
１
８
２
）

～止まって確認！無事故に挑戦～

11月中の交通事故
人身事故 死亡 負傷者 物損事故
40件 0人 47人 81件
（＋8） （±0） （＋4） （－2）

日向市の人口と世帯
（含む外国人登録者／H19.１.１現在）

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？
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発水操法などが披露されました。




